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11
月
５
日
か
ら
７
日
に
長
野

県
内
で
、
あ
ん
ぽ
柿
の
復
興
と

農
業
体
験
施
設
な
ど
の
交
流
施

設
計
画
の
た
め
、
県
外
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
道
の
駅
を
含
む
交
流

の
場
建
設
を
予
定
し
、
産
業
と

人
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
農
業

体
験
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
特
産
の
あ
ん
ぽ
柿
の
加

工
や
流
通
販
売
、施
設
整
備
、運

営
面
を
先
進
地
で
視
察
し
、
今

後
の
参
考
と
し
ま
す
。

　

地
元
中
小
企
業
が
連
携
し
、

駅
ビ
ル
の
空
き
店
舗
が
農
場
。

蛍
光
灯
と
肥
液
や
水
道
水
の
循

環
で
葉
物
野
菜
を
屋

内
生
産
し
て
い
る
。

気
象
条
件
に
左
右
さ

れ
ず
安
定
し
た
生
産

が
で
き
、
無
農
薬
で

洗
わ
ず
に
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
。

＊
＊
＊
＊

●
健
康
志
向
も
あ

り
、
水
耕
栽
培
で
手

間
を
省
い
て
生
産
で

き
る
点
が
よ
い
。

 

（
井
砂
委
員
）

●
大
き
な
施
設
を
想

像
し
た
が
、
小
さ
な

場
所
で
も
野
菜
づ
く
り
が
で

き
る
こ
と
に
感
心
し
た
。 （
村

上
正
勝
委
員
）

●
値
段
が
高
く
販
売
先
確
保
が

課
題
か
。 （
村
上
晴
夫
委
員
）

●
風
評
被
害
対
策
と
し
て
屋
内

　

い
ち
ご
園
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
、

栽
培
に
よ
る
安
心
安
全
の
イ

メ
ー
ジ
作
り
に
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
空
き
店
舗
や
廃
校
に

も
活
用
で
き
る
。

 

（
渋
谷
委
員
長
）

農
産
物
加
工
場
、
伝
統
工
芸
施

設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
温
泉
宿
泊
施

設
、貸
出
農
園
、牧
場
な
ど
多
く

の
施
設
が
あ
り
、眺
望
も
よ
く
、

年
間
50
万
人
以
上
が
利
用
。

＊
＊
＊
＊

●
高
速
道
路
で
の
集
客
が
期
待

で
き
る
理
想
的
な
施
設
だ
。

 

（
井
砂
委
員
）

●
国
見
に
も
収
穫
体
験
が

で
き
る
施
設
が
必
要
。

 

（
村
上
正
勝
委
員
）

●
土
地
が
広
す
ぎ
、
維
持

管
理
費
と
冬
期
の
収
入
減

が
懸
念
さ
れ
る
。

 

（
渡
辺
副
委
員
長
）

●
地
域
活
性
化
や
農
業
後

継
者
対
策
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。

 

（
阿
部
委
員
）

●
良
い
景
観
を
利
用
し
た

集
客
方
法
は
参
考
に
な
る
。

 

（
渋
谷
委
員
長
）

呼
ぶ

集
客

作
る

生
産

み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム（伊

那
市
）

株
式
会
社　

諏す

訪わ

菜な
（
茅ち

野の

市
）

長
野
県
内
優
良
施
設
を
調
査

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
県
外
調
査

町
活
性
化
へ
産
業
と

人
の
交
流
に
必
要
な
も
の
は

中
心
は
い
ち
ご
園
の
収
穫
体
験

（
み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
）

屋内栽培の様子が見学できる（諏訪菜）
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国
見
で
も
必
要
で
は
な
い
か
。

 

（
村
上
正
勝
委
員
）

●
加
工
柿
が
国
見
の
20
倍
の
値

段
で
販
売
さ
れ
、
付
加
価
値

の
高
さ
を
感
じ
た
。

 

（
阿
部
委
員
）

●
作
る
喜
び
だ
け
で
は
な
く
、

付
加
価
値
に
よ
り
農
業
で
も

十
分
な
収
入
が
得
ら
れ
る
。

 

（
渡
辺
副
委
員
長
）

●
流
通
倉
庫
や
冷
凍
庫
は
こ
れ

ま
で
の
農
業
と
か
け
離
れ
て

い
た
。
通
信
販
売
の
綿
密
な

計
画
に
感
心
し
た
。

 

（
渋
谷
委
員
長
）

　

干
し
柿
「
市
田
柿
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
地
元
大
学
と
連
携
し
研

究
。
冷
凍
保
存
で
年
間
販
売
や

通
信
販
売
を
進
め
て
い
る
。

＊
＊
＊
＊

●
冷
凍
施
設
で
の
年
間
販
売
は

売
る

販
売

か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
株
式
会
社

（
飯
田
市
）

　

耕
作
放
棄
地
の
活
用
が
目
的

の
滞
在
型
市
民
農
園（
宿
泊
施

設
付
き
市
民
農
園
）。
都
市
か
ら

の
利
用
者
を
募
集
し
、
待
機
者

が
出
る
ほ
ど
希
望
が
多
い
。

＊
＊
＊
＊

●
田
舎
暮
ら
し
を
好
む
都
会
の

人
の
市
内
へ
の
定
住
も
期
待

で
き
る
。 

（
井
砂
委
員
）

●
入
居
者
数
の
割
に
野
菜
栽
培

が
少
な
く
、
利
用
者
は
別
荘

感
覚
か
。 

（
阿
部
委
員
）

●
待
機
者
が
出
る
ほ
ど
の
地
の

利
を
生
か
し
た
募
集
効
果
が

す
ご
い
。 （
村
上
晴
夫
委
員
）

●
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば

国
見
で
も
交
通
の
便
の
良
さ

を
生
か
し
て
集
客
で
き
る
の

で
は
。 

（
渋
谷
委
員
長
）

住
む

定
住

佐
久
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
望
月

（
佐
久
市
）

付
加
価
値
の
高
さ
を
実
感

 

（
か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
）

巨
大
な
流
通
倉
庫
に
驚
き

（
か
ぶ
ち
ゃ
ん
農
園
）

宿
泊
棟
と
市
民
農
園
が
隣
接
し
て
い
る

（
佐
久
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
望
月
）

　

10
月
28
日
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン（
ま
ち
づ
く
り
長
期

計
画
）や
貝
田
地
区
ほ
場
整
備
事

業
、
土
砂
災
害
予
防
対
策
の
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
交

流
の
場
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
、
ほ
場
整
備

で
は
地
元
の
同
意
を
得
て
、
十

分
に
説
明
し
進
め
る
こ
と
、
土

砂
災
害
予
防
対
策
は
関
係
課
と

連
携
し
、
危
険
予

測
地
域
は
住
民
へ

の
周
知
方
法
や
誘

導
体
制
の
検
討
の

説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
事
業
も

町
民
の
意
見
を
尊

重
す
る
こ
と
や
行

政
の
責
任
が
大
き

く
求
め
ら
れ
る
た

め
、
議
会
が
厳
し

く
監
視
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
意
見
を
尊
重

し
た
計
画
づ
く
り
を

危険予測と予防対策か必要（山崎字南古舘地内）

こんな活動もしています

産
業
厚
生


